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説明内容

• はじめに

• ICTアンケート結果より

• 積算内容の詳細

• ICT活用工事（土工）［部分］

• ICT［建機のみ］

• 情報化施工

• ICT活用工事（舗装工）
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はじめに
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ICT活用工事（土工）概要
⑤
３次元
データ
の納品

電子納
品等要
領に基
づき、３
次元
データを
納品
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山形県ICT活用工事（土工） 発注方式
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通常施工として設計・発注

施工者希望Ⅰ型 施工者希望Ⅱ型

土工量 ：1,000m3以上 ※３

設計金額：3,000万円以上

土工量 ：5,000m3以上 ※３

通常発注 発注者指定型

ＩＣＴ施工として
設計・発注

NO

NO

YES

YES

入札時に
ＩＣＴ施工を希望

施工時にＩＣＴ施工を希望

ＩＣＴ施工

NO
YES※１

NO

通常施工 ＩＣＴ施工

※１ 総合評価において加点を行うとともに、ＩＣＴ施工に係る設計変更を行う。
※２ ＩＣＴ施工に係る設計変更を行う。
※３ 対象工事は、上記の土工量及び設計金額を目安に、現場条件を勘案して設定する。

YES※２

※参考

①対象工事
の選定

②発注型式
の選定

③総合評価

④施工
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平成29年度山形県 ICT活用工事 実施箇所

工事名 施工者

①

湯尻川掘削築堤工事
鶴岡市白山地内
当初工事概要 掘削工V=10,900㎥
当初設計金額 C=49,280千円
変更工期 H29.9.5～H30.2.28

佐藤建設株式会社
（鶴岡市）

②

村山高瀬川河川改修工事
山形市青柳地内
当初工事概要 築堤工V=4,500㎥
当初設計金額 C=32,148千円
当初工期 H29.11.6～H30.3.20

小松建設株式会社
（山形市）

6



ICT
アンケート
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ICTアンケート調査

実施期間：平成29年10月23日～11月２日

対 象 者：ICT対象工事落札者

村山３者、最上１者、置賜３者、庄内２者

１：実施した理由又は実施しなかった理由

２：何がどうなったらICT活用工事をやってみたいか

３：（施工経験がある場合）やってみてよかったこと
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ICTアンケートの結果

１ 実施しなかった理由

２ どうなればICT活用工事をしてみたいか

○準備関係

・技術職員、オペレータの教育期間がとれな

かった。

・ PCプログラムと対応機種の調達のための

余裕期間がなかった。
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ICTアンケートの結果

○工期関係

・積雪の影響のない期間に完成できる工期で

あること

・工期延長に柔軟に対応してもらいたい。

・施工数量に対して工期が短いため。

・起工測量等の準備とデータ処理に日数が

必要
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ICTアンケートの結果

○現場条件関係

・比較的、施工範囲・土量が大きいこと、また

単純な断面であること

・ GPSの波が安定しなくて誤差が大きくて大変

だと聞いた。
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ICTアンケートの結果

○費用関係

・初期投資費用が掛かること

・国土交通省で別途計上されている３次元起

工測量、３次元設計データ作成費用を計上し

てもらいたい。

・ ドローンやレーザースキャナによる測量（外

注）と対応重機のリースが非常に高額であり、

実施すると収支は大きくマイナスとなる。
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ICTアンケートの結果

３ ICT施工をやってみて、よかったと思うこと

• 丁張が不要のため、施工がスムーズに行うこ
とができ、労務費の削減にもなった。

• マシンコントロールで施工したため、１層毎の
敷均し厚の確認を的確に行うことができ、施
工性が向上した。

• 自動制御されたバックホウの取り扱いについ
て、熟練、新人とも違和感なく作業ができた。
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ICTアンケートの結果

３ ICT施工をやってみて、よかったと思うこと

• 丁張がなくても、従来と同等の仕上がりを確
保できた。

• 現場管理、出来形管理が容易になった。

• 作業の効率が大変良くなったと思う。

• 仕上がりの法面や整地の確認などを頻繁に
行わなくてもよくなった。

• 切土の削りすぎなどがなくなった。
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ICT活用工事の課題への対応（案）

・準備期間が必要 ⇒ 余裕期間制度の活用

発注見通しの公表

・工期・冬期間 ⇒ ０県債、０交債の活用

・現場条件 ⇒ ある程度まとまった箇所

構造物の少ない箇所に活用

軟弱地盤は避ける
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ICT活用工事の課題への対応（案）

・費用 ： 国交省と同じ内容を

⇒ 国交省に準拠（H29～）

小規模土工の積算の改定（H30）
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ICT（土工）

積算内容
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ICT積算内容について

施工プロセス 積算

① ３次元起工測量 見積対応

② ３次元設計データ作成 見積対応

③ ICT建設機械による施工
（ICT建設機械経費、保守点検費、システム初期費）

積算基準要領

④ ３次元出来形施工管理 間接費に含む

⑤ ３次元データ納品 間接費に含む
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【対象】当面の間は、２次元の設計ストックを受注者が３次元に
変換して活用する。この費用は発注者が負担する。

１． 必要な経費の計上

・３次元起工測量経費
※ ＵＡＶ等本体やカメラ、データ変換ソフトウェア等の

購入費用は計上しない。使用料（損料又はリース料等）
の計上とする。

・３次元設計データ作成経費
※ パソコンや対応するソフトウェア等の購入費用は計上

しない。使用料（損料又はリース料等）の計上とする。

２． 積算方法
受発注者間で協議し、見積りによる変更設計を行う。

３次元起工測量及び３次元設計データ作成

ＩＣＴ積算内容
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【対象】掘削、法面整形作業

１．日当り施工量
バックホウ：１．１倍（法面整形）、１．１倍（掘削積込）

２．ＩＣＴ建設機械経費
（建設機械に取付ける各種機器及び地上の基準局・管理局の賃貸費用）

４１，０００円／日を単価表で加算する。

３．保守点検
（ICT建設機械の保守点検に要する費用）

０．０５人／日を共通仮設費に積み上げる。
※ 土木一般世話役でＭＧ・ＭＣバックホウの運転日数分計上

４．システムの初期費
（ICT施工用機器の賃貸業者が行う施工業者への取扱説明に要する費用、

システム初期費用等、貸出しに要する全ての費用）

５９８，０００円／式を共通仮設費に積み上げる。

① ＭＧもしくはＭＣ（バックホウ）技術

ＩＣＴ積算内容
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【対象】路体、路床、築堤の敷均し作業

１．日当り施工量 ブルドーザ：１．２倍

２．補助労務工数 ０．４５倍

３．ＩＣＴ建設機械経費
（建設機械に取付ける各種機器及び地上の基準局・管理局の賃貸費用）

３９，０００円／日を単価表で加算する。

４．保守点検
（ICT建設機械の保守点検に要する費用）

０．１１人／日を共通仮設費に積み上げる。
※ 土木一般世話役でＭＧ・ＭＣブルドーザの運転日数分計上

５．システムの初期費
（ICT施工用機器の賃貸業者が行う施工業者への取扱説明に要する費用、
システム初期費用等、貸出しに要する全ての費用）

５４８，０００円／式を共通仮設費に積み上げる。

② ＭＧもしくはＭＣ（ブルドーザ）技術

ＩＣＴ積算内容
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積算基準の改定（掘削工）

掘削（ICT）の変更積算

変更積算

ICT建機稼働率の確認が可能

⑤ICT建機稼働率を用いた
施工数量による変更

ICT土工の施工状況の確認

⑥全施工数量の25%を掘削（ICT）
［建機使用割合100%］の施工数量として
変更

NO

YES
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国土交通省資料より転記



積算基準の改定（掘削工）

23『「i‐Constructionにおける「ICTの全面的な活用」の実施について」の一部改定』についてより抜粋



積算基準の改定（掘削工）

24『「i‐Constructionにおける「ICTの全面的な活用」の実施について」の一部改定』についてより抜粋



積算基準の改定（掘削工）

25『「i‐Constructionにおける「ICTの全面的な活用」の実施について」の一部改定』についてより抜粋



○ ICT建設機械経費加算額

積算基準の改定（掘削工）

（P’：積算単価）

26『「i‐Constructionにおける「ICTの全面的な活用」の実施について」の一部改定』についてより抜粋



○ 保守点検費

積算基準の改定（掘削工）

27『「i‐Constructionにおける「ICTの全面的な活用」の実施について」の一部改定』についてより抜粋



ICT活用工事

（土工）

［部分］
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ICT活用工事の種類

ICT活用工事（土工）

＝施工プロセス（①～⑤）におけるICTの
全面的な活用

ICT活用工事（土工）［部分］

ICT対象工事［建機のみ］
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ICT活用工事［部分］

①面的
従
来
施
工

②工種的

30

ICT ICT



ICT
［建機のみ］
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ICT対象工事［建機のみ］

入札公告時に
「ICT活用工事」に設定
※土工量1,000m3

土工量
5,000㎥
以上

【施工者希望Ⅰ型 】
《①～⑤を全面活用する場合》

（１）総合評価で加点評価する
（２）工事成績で加点評価する
（３）必要経費は変更計上する

【施工者希望Ⅱ型 】
《①～⑤を全面活用する場合》

（１）総合評価で対象としない
（２）工事成績で加点評価する
（３）必要経費は変更計上する

【 発注者指定型 】

（１）総合評価で対象としない
（２）工事成績で加点評価する
（３）必要経費は当初設計で計上

（１）工事成績の
加点対象とする

（２）機械施工経費のみ
変更計上する

ICT対象工事［建機のみ］

《③ICT建機による施工だけを
選択した場合》

※

※施工者希望Ⅰ型で
入札時［ICT活用」としていた場合
はペナルティとして工事成績評定
で減点

発注者指定型の場合は
ペナルティとして工事成績評定で
減点

NO

YES

YES
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情報化施工

技術
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情報化施工技術
技術段階 H30 該当技術 H29 該当技術

１ 一般化技術 TSによる出来形管理技術（土工）

２ 一般化推進技術

MCバックホウ（2D・3D）
MGバックホウ（2D・3D）
（路盤工、その他工種）

MCモータグレーダ
（舗装工、その他工種）

MCブルドーザ（2D・3D）
MGブルドーザ（2D・3D）
（路盤工、その他工種）

MGバックホウ（2D・3D）
（路盤工、その他工種）

３ 実用化検討技術 該当なし TSによる出来形管理技術（舗装工）

４ 確認段階技術

MC路面切削機（2D・3D）
（舗装工）

MC アスファルトフィニッシャ
（3D）（舗装工、その他）

MC路面切削機
（舗装工）

MC アスファルトフィニッシャ
（3D）（舗装工、その他）

５ 検証段階技術 該当なし
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ICT活用工事

（舗装工）
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⑤
３次元
データ
の納品

電子納
品等要
領に基
づき、３
次元
データを
納品
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ICT活用工事（舗装）概要

国土交通省資料に加筆



ICT活用工事（舗装）概要

37
出典：国土交通省



ICT活用工事（舗装）概要
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出典：国土交通省



出典：国土交通省

ICT活用工事（舗装）概要
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ICT活用工事（舗装）概要
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出典：国土交通省



ICT活用工事（舗装）概要
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ICT活用工事（舗装工）積算内容

出典：国土交通省
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